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10月11日（金）に、常任委員会視察研修で、湯前町（熊本県球磨郡）を

訪れ、地域の住民が重要文化財を主体的に管理する方法を学んで

きました。（国指定重要文化財の城泉寺にて）
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常
任
委
員
会
視
察
研
修
の
報
告

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
実

績
に
つ
い
て

こ
の
病
院
は
、
病
院
を
基
軸
に
付

属
施
設
と
し
て
老
人
保
健
施
設
や
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
運
営
す

る
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。

「
人
」
そ
し
て
「
環
境
」
に
優
し

い
病
院
と
し
て
、
地
球
環
境
の
保
全

に
貢
献
で
き
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
に
至
っ
た
。
ほ
か
に

も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
真
空
断

熱
ガ
ラ
ス
、
高
効
率
空
調
機
導
入
な

ど
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
は
木

質
の
チ
ッ
プ
を
燃
や
し
、
そ
の
熱
を

利
用
し
て
施
設
内
の
風
呂
や
シ
ャ

ワ
ー
、
プ
ー
ル
に
温
水
を
供
給
し
て

い
る
。
こ
の
熱
利
用
の
供
給
量
は
一

般
家
庭
に
換
算
す
れ
ば
約
１
０
０
世

帯
分
に
相
当
す
る
と
の
こ
と
で
、
経

済
的
に
も
充
分
に
経
費
の
削
減
が
図

ら
れ
て
い
る
。

御
嵩
町
は
、
平
成
25
年
３
月
に
環

境
モ
デ
ル
都
市
に
選
定
さ
れ
た
町
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
は
環
境
に
優
し
い

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
施
設
の
規
模

や
ボ
イ
ラ
ー
の
選
定
、
チ
ッ
プ
の
品

質
と
安
定
供
給
、
騒
音
と
臭
気
の
問

題
、
焼
却
後
の
灰
が
産
廃
と
な
ら
な

い
よ
う
有
効
活
用
す
る
事
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に

研
究
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に

つ
い
て

人
吉
市
は
、
人
口
約
３
２
，０
０

０
人
で
熊
本
県
の
南
部
に
位
置
し
た

人
吉
盆
地
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
明
治

維
新
ま
で
の
約
７
０
０
年
間
相
良
氏

の
城
下
町
で
あ
り
、
歴
史
を
語
る
多

く
の
重
要
文
化
財
が
存
在
し
、
神
社
、

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

10
月
9
日
（
水
）

福
岡
県
久
留
米
市　

田
主
丸

中
央
病
院

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

導
入
実
績
に
つ
い
て
」

10
月
10
日
（
木
）

熊
本
県
人
吉
市
役
所

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観

光
振
興
に
つ
い
て
」

御
嵩
町
の
今
後
に
向
け
て

木質バイオマスボイラー導入実績を学ぶ

スイス製木質バイオマスボイラー

ウッドチップを自動でボイラーへ
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仏
閣
、
古
い
街
並
み
が
点
在
し
て
お

り
、
城
下
町
の
た
た
ず
ま
い
を
残
し

て
い
る
。

市
の
中
央
を
球
磨
川
が
貫
流
し
、

国
宝
青
井
阿
蘇
神
社
を
は
じ
め
と
す

る
41
の
国
や
県
重
要
文
化
財
が
あ
り
、

ま
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
や
球
磨
川
下
り
＆
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
観
光
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

そ
の
予
算
は
約
1
億
５
千
万
円
で
あ

る
。ま

た
、「
人
吉
球
磨
地
域
」
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
昨

年
か
ら
は
広
域
で
「
観
光
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
圏
域
の
１
市
９
町

村
の
事
業
者
、
団
体
、
行
政
が
連
携

し
た
事
業
を
展
開
し
、
交
流
の
拡
大

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

組
織
を
立
ち
上
げ
、
事
業
の
指
針
と

な
る
「
観
光
地
域
づ
く
り
戦
略
」
を

策
定
中
で
あ
り
、
新
た
な
地
域
交
流

の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。

御
嵩
町
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で

も
あ
る
大
寺
山
願
興
寺
と
24
体
の
仏

像
や
中
山
道
と
そ
れ
に
伴
う
御
嶽
宿
、

伏
見
宿
、
鬼
岩
温
泉
、
数
あ
る
ゴ
ル

フ
場
な
ど
重
要
な
地
域
観
光
資
源
を

活
か
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
情
報
の

発
信
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
特
に
中
山
道
と
そ
れ
に
伴

う
御
嶽
宿
、
伏
見
宿
に
つ
い
て
は
、

中
山
道
沿
い
や
宿
場
の
あ
る
市
町
村

が
連
携
し
た
観
光
施
策
が
必
要
と
考

え
る
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
つ
い
て

人
吉
市
は
、「
市
民
み
ん
な
が
健

康
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
基

本
理
念
と
し
て
お
り
、
高
齢
化
率
は

35
・
77
％
で
あ
る
。（
御
嵩
町
は
30
・

60
％
）

平
成
24
年
か
ら
「
ひ
と
よ
し
Ｓ
Ｏ

Ｓ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
活
用
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
対
象
は
65
歳
以
上

の
希
望
者
、
又
は
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
あ
る
。

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
表
面
に
は
申
請

者
ご
と
の
登
録
番
号
、
裏
面
に
は
緊

急
連
絡
先
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
個
人
情
報
は
表
に
出
な
い
よ

う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

配
付
個
数
は
４
，２
１
０
個
、
高

齢
者
の
所
持
率
は
36
・
４
％
で
、
３

年
に
１
回
全
員
の
登
録
情
報
を
更
新

し
て
お
り
、
登
録
情
報
は
高
齢
者
支

援
課
で
一
括
管
理
さ
れ
て
い
る
。

活
用
の
事
例
と
し
て
、
徘
徊
し
て

い
る
高
齢
者
を
近
隣
住
民
が
発
見
↓

所
持
し
て
い
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
に
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
↓
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

緊
急
連
絡
先
に
連
絡
↓
無
事
帰
宅
。

人
吉
市
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
65
歳

御
嵩
町
の
今
後
に
向
け
て

民
生
文
教
常
任
委
員
会

10
月
10
日
（
木
）

熊
本
県
人
吉
市
役
所

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に

つ
い
て
」

10
月
11
日
（
金
）

熊
本
県
湯
前
町

「
重
要
文
化
財
の
管
理
方
法

に
つ
い
て
」

人吉市庁舎前

SOSキーホルダーについて学ぶ
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に
な
れ
ば
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
認
知
症
に
な
る
前
か
ら
身
に

つ
け
る
習
慣
が
で
き
る
。
体
調
が
急

変
し
た
時
に
も
活
用
で
き
る
な
ど
、

利
用
す
る
事
に
抵
抗
感
が
少
な
い
事

が
申
請
者
数
に
影
響
し
て
い
る
。

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
１
個
54
円
と
安

価
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
管
理
、
電
話

対
応
な
ど
、
職
員
の
負
担
も
大
き
い
。

御
嵩
町
に
は
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ほ
っ
と
ね
っ
と
」

の
取
り
組
み
が
あ
り
、協
力
機
関
（
個

人
、
事
業
者
）
は
２
９
０
あ
る
が
、

利
用
者
は
７
名
で
あ
る
。
費
用
対
効

果
も
考
え
な
が
ら
、
人
吉
市
の
取
り

組
み
も
参
考
に
、
御
嵩
町
の
「
ほ
っ

と
ね
っ
と
」
な
ど
認
知
症
徘
徊
高
齢

者
へ
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

重
要
文
化
財
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

湯
前
町
は
熊
本
県
の
南
部
、
人
吉

盆
地
の
東
端
に
位
置
し
、
人
口
約
３
，

８
０
０
人
、
主
幹
産
業
は
農
業
、
林

業
の
町
で
あ
る
。
湯
前
町
の
あ
る
球

磨
地
域
は
鎌
倉
時
代
か
ら
明
治
維
新

ま
で
の
約
７
０
０
年
に
わ
た
り
、
相

良
氏
の
み
が
治
め
て
き
た
全
国
で
も

珍
し
い
地
域
で
あ
る
。

湯
前
町
の
城
泉
寺
阿
弥
陀
堂
、
七

重
石
塔
、
九
重
石
塔
、
木
造
阿
弥
陀

如
来
及
両
脇
侍
像
、
八
勝
寺
阿
弥
陀

堂
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
り
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
町
が
管
理

団
体
と
な
っ
て
い
る
。

城
泉
寺
と
八
勝
寺
に
は
管
理
人
が

お
り
、
年
額
数
万
円
の
報
酬
を
支

払
っ
て
い
る
。

管
理
内
容
は
清
掃
、
見
回
り
、
来

客
時
の
対
応
な
ど
で
あ
る
。

城
泉
寺
阿
弥
陀
堂
は
、
大
正
初
期

に
湯
前
村
長
に
よ
り
価
値
を
見
い
だ

さ
れ
、
村
自
体
で
保
護
に
動
い
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
既

に
お
寺
と
し
て
の
機
能
を
な
く
し
宗

教
活
動
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

相
良
氏
７
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ

地
域
で
あ
る
と
い
う
誇
り
や
、
管
理

を
住
民
や
自
治
会
が
請
け
負
っ
て
い

る
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
文
化
財

の
保
護
に
対
し
て
住
民
の
意
識
の
高

い
町
で
あ
る
。

こ
う
し
た
下
地
が
あ
っ
て
町
の
文

化
財
管
理
に
住
民
の
理
解
、
協
力
が

得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

湯
前
町
で
は
現
在
「
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」
や
「
歴
史
文
化
基

本
構
想
」
を
策
定
し
、
着
地
型
観
光

強
化
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

御
嵩
町
に
は
国
指
定
の
重
要
文
化

財
願
興
寺
が
あ
り
現
在
10
年
を
か
け

て
解
体
修
理
中
で
あ
る
が
、
歴
史
的

背
景
、
町
民
意
識
、
寺
と
し
て
の
条

件
な
ど
か
ら
考
え
る
と
願
興
寺
の
保

護
、
管
理
に
関
し
て
湯
前
町
と
同
じ

よ
う
に
で
き
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

将
来
的
に
「
所
有
者
若
し
く
は
管

理
責
任
者
に
よ
る
管
理
が
著
し
く
困

難
」
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
湯
前
町

の
事
例
は
参
考
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

御
嵩
町
の
今
後
に
向
け
て

御
嵩
町
の
今
後
に
向
け
て

城泉寺本堂前

地域で管理する城泉寺
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第１日目（８月30日）
・議長報告（２件）・町長報告（３件）・各議案の上程、提案理由の説明（29件）

・議案の審議・採決（５件）

第２日目（９月５日）
・一般質問（４議員）

第３日目（９月６日）
・議案（平成30年度各会計決算認定など）を総務建設産業常任委員会・民生文教常任
委員会に付託

民生文教常任委員会（９月10日）
・平成30年度一般会計決算の民生文教常任委員会所管部分、
　平成30年度国民健康保険特別会計決算、平成30年度後期高齢者医療特別会計決算、
　平成30年度介護保険特別会計決算を審議

総務建設産業常任委員会（９月12日）
・平成30年度一般会計決算、平成30年度下水道特別会計決算、
　平成30年度水道事業会計決算、御嵩町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例を審議

第４日目（９月18日）
・各常任委員会に付託された議案の審査結果報告・審議・採決（７件）

・議案の審議・採決（17件）

議
長
報
告

●
議
員
派
遣
報
告
書

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て
（
令
和
元
年
５
月
分
か
ら
令

和
元
年
７
月
分
ま
で
）

町
長
報
告

●
平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
御
嵩
小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
伏
見
小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
）

　

教
育
委
員
会
委
員
に
細
野
政
成
氏

（
再
任　

４
期
目
）
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
元
年
10
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

第３回 定例会  8月30日～9月18日

■平成30年度決算認定、令和元年度補正予算な
どの議案29件を審議・採決

■４議員が町政について質問

報　
　

告

人
事
案
件

細野　政成　氏
伏見（東町）
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定

例

会

補　

正　

予　

算

令
和
元
年
度
補
正
予
算

　

一
般
会
計
は
主
に
決
算
剰
余
金
、

交
付
税
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
・
地
方

特
例
交
付
金
の
決
定
に
よ
る
増
額
や

地
方
債
の
増
額
な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

の
基
金
積
立
金
の
増
額
、
個
別
施
設

計
画
策
定
業
務
委
託
料
の
追
加
、
東

京
圏
か
ら
の
移
住
支
援
事
業
補
助
の

新
設
な
ど
に
よ
る
増
額
が
主
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

主
に
平
成
30
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越

金
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

（
下
表
参
照
）

条
例
の
改
正

●
御
嵩
町
印
鑑
条
例
の
改
正

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
に
よ
り
、
11
月

５
日
か
ら
住
民
票
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
な
ど
へ
の
旧
氏
の
記
載
が
可
能
と

な
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

① 

旧
氏
に
よ
る
印
鑑
登
録
を
可
能
と

す
る
。

② 

外
国
人
住
民
に
係
る
印
鑑
登
録
に

つ
い
て
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
登
録
可
能

と
す
る
。

③ 

施
行
日　

令
和
元
年
11
月
５
日

平
成
30
年
度
決
算

平
成
30
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
、
下
水
道
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
な
ど
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

８
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
監

査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
が
行
わ
れ
、

関
係
帳
簿
や
証
拠
書
類
と
の
照
合
に

よ
り
、
数
値
に
お
い
て
は
誤
り
の
な

い
も
の
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
総
務
建
設
産
業
常

任
委
員
会
、
民
生
文
教
常
任
委
員
会

に
お
い
て
担
当
課
に
よ
る
説
明
を
受

け
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、

議
会
で
の
審
議
を
経
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

決　
　

算

条
例
（
主
な
も
の
）

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第3号） 1億2,486万4千円の増 99億4,034万円

国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 7,086万7千円の増 23億1,486万7千円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 523万1千円の増 2億2,223万1千円

介護保険特別会計補正予算（第1号）

（保険事業勘定） 5,902万円の増 17億8,402万円

（介護サービス事業勘定） 221万円の増 921万円

下水道事業会計補正予算（第1号） 1,695万円の増 12億5,195万円
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平成30年度　各会計決算認定
平成30年度　一般会計・特別会計決算総括表

区　分
会　計 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 83億7,294万9,823円 80億9,826万7,365円 2億7,468万2,458円

特別会計 51億4,292万7,660円 48億2,849万1,970円 3億1,443万5,690円

内　

訳

国民健康保険特別会計 22億8,112万9,771円 22億2,925万884円 5,187万8,887円

後期高齢者医療特別会計 2億1,451万7,515円 2億787万4,536円 664万2,979円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 17億4,151万6,473円 16億7,719万8,924円 6,431万7,549円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 1,084万2,053円 1,071万6,053円 12万6,000円

下水道特別会計 8億9,492万1,848円 7億345万1,573円 1億9,147万275円

合　　計 135億1,587万7,483円 129億2,675万9,335円 5億8,911万8,148円

平成30年度　水道事業会計決算総括表

区　　　　　分 収入合計 支出合計 差引額 備　　　　　考

収 益 的 収 支 5億7,961万6,534円 5億2,986万7,085円 4,974万9,449円 消費税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 2億5,165万5,392円 2億5,165万5,392円 0円 消費税及び地方消費税込み

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

常任委員会での審議内容常任委員会での審議内容
決算認定のために、各委員会において慎重に審議しました。委員会での各議員からの質疑内容の一部を掲載します。

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
適
用
に
つ
い
て

 

適
正
な
任
用
・
勤
務
条
件
を
確
保
す
る
た
め

に
法
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
臨
時

職
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る
と
、

約
４
，０
０
０
万
円
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

 

森
林
学
習
拠
点
整
備
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

 

水
土
里
隊
と
協
力
し
て
樹
木
の
伐
採
を
行
い
、

容
易
に
山
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
た

ち
の
学
習
拠
点
と
し
て
森
林
学
習
が
身
近
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

町
営
住
宅
の
衛
生
面
の
対
策
に
つ
い
て

 

町
営
住
宅
は
、
下
水
道
が
未
整
備
で
あ
り
生

活
排
水
は
側
溝
な
ど
へ
排
水
し
て
い
る
。
側

溝
へ
薬
剤
を
散
布
す
る
な
ど
の
対
策
を
し
て

い
く
。

 

水
道
の
年
間
有
収
率
の
低
下
に
つ
い
て

 

有
収
率
が
90
％
を
切
っ
た
こ
と
に
危
機
感
を

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
専
門
業

者
と
連
携
を
密
に
行
い
、
漏
水
調
査
、
漏
水

修
理
な
ど
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

 

滞
在
型
農
業
体
験
施
設
の
利
用
促
進
対
策

に
つ
い
て

 

指
定
管
理
者
の「
て
ら
す
」と
協
力
し
、パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ
を
強

化
し
利
用
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

 

可
児
才
蔵
の
魅
力
発
見
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

 

ラ
ス
パ
御
嵩
で
、
関
ヶ
原
ウ
ォ
ー
ラ
ン
ド
館
長

と
ク
リ
ス
グ
レ
ン
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

歴
史
ト
ー
ク
を
実
施
し
、
御
嵩
町
ゆ
か
り
の

武
将
を
広
く
周
知
で
き
た
。

問答問答問答問答問答問答

山田儀雄 委員伏屋光幸 委員大沢まり子 委員加藤保郎 委員奥村　悟 委員清水亮太 委員
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議会費決算の状況
主なもの 詳　細 決　算　額

報酬
町議会議員報酬（月額）
議長300,000円、副議長245,000円、委員長230,000円、議員220,000円

3，181万1，000円

手当 町議会議員期末手当 1,361万2,833円

旅費
常任委員会視察研修旅費
町村議会議長・副議長研修会、議長全国大会など

108万8,730円

交際費 慶弔費、総会等会費 42万8,948円

需用費 「議会のたより」印刷製本代、議会関係参考書籍等購入費など 107万3,012円

燃料費 議長車ガソリン代など 8万8,996円

委託料 議会会議録作成委託料 83万7,342円

使用料
及び賃借料

常任委員会視察研修バス借上料 44万8,170円

負担金
可茂町村議会議長会負担金、可茂地域市町村議会議長会負担金
市町村議会議員研修負担金など

107万9,930円

民
生
文
教
常
任
委
員
会

 

中
公
民
館
空
調
設
備
改
修
に
つ
い
て

 

調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
補
助
金
申
請
を
し
た

が
、不
採
択
と
な
り
、実
施
設
計
の
み
を
行
っ

た
。
工
事
自
体
は
、
次
年
度
以
降
で
計
画
を

進
め
て
い
る
。

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
分
別
収
集
の
成
果
に
つ
い
て

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
上
が
っ

て
き
て
い
る
。
Ｈ
25
年
度
と
Ｈ
30
年
度
の
可
燃
ゴ

ミ
量
を
比
較
す
る
と
、
約
４
０
０
ｔ
減
っ
て
お
り

リ
サ
イ
ク
ル
、
ゴ
ミ
減
量
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

 

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
操
業
期
間
に
つ
い
て

 

耐
用
年
数
は
40
年
で
、
半
分
の
20
年
が
経
過
し
て

い
る
。
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
か
ら
具
体
的

に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
、
新
施
設
整
備

に
伴
う
費
用
負
担
も
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
。

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
負
担
金
に
つ
い
て

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
負
担
金
の
金
額
は
、

所
得
に
よ
り
、
段
階
的
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
生

活
保
護
の
受
給
者
は
負
担
金
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
低
所
得
者
対
策
が
図
ら
れ
て
い
る
。

 

可
燃
ご
み
袋
の
強
度
の
改
善
対
策
に
つ
い
て

 

納
品
時
の
検
査
方
法
の
見
直
し
と
し
て
、強

度
検
査
の
サ
ン
プ
ル
数
を
増
や
し
た
。

 

伏
見
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
増
設
工
事
に

つ
い
て

 

伏
見
小
学
校
内
の
空
き
教
室
を
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
、エ
ア
コ
ン
設
置
、床
を

じ
ゅ
う
た
ん
張
り
に
す
る
な
ど
の
改
修
を
実
施
し
た
。

問答問答問答問答問答問答

安藤雅子 委員岡本隆子 委員高山由行 委員谷口鈴男 委員安藤信治 委員福井俊雄 委員
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すべて
全会一致
でした

議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

認定第１号 平成30年度御嵩町一般会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第２号 平成30年度御嵩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第３号 平成30年度御嵩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第４号 平成30年度御嵩町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第５号 平成30年度御嵩町下水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第６号 平成30年度御嵩町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 認定及
び可決

議案第26号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 可決

議案第27号 令和元年度御嵩町一般会計補正予算（第３号）について 可決

議案第28号 令和元年度御嵩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第29号 令和元年度御嵩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第30号 令和元年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決

議案第31号 令和元年度御嵩町下水道事業会計補正予算（第１号）について 可決

議案第32号 御嵩町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第33号 御嵩町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について 可決

議案第34号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について 可決

議案第35号 消費税等の税率引上げに伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 可決

議案第36号 御嵩町基金条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第37号 御嵩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について 可決

議案第38号 御嵩町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について 可決

議案第39号 御嵩町上水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第40号 御嵩町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第41号 工事請負契約の変更について
（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第１期②防災工事） 可決

議案第42号 工事請負契約の変更について
（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第２、３期防災工事） 可決

議案第43号 工事請負契約の変更について
（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第４期防災工事） 可決

議案第44号 財産の取得について（個人情報系及び業務系端末） 可決

議案第45号 中濃地域農業共済事務組合規約の変更について 可決

議案第46号 中濃地域農業共済事務組合の解散について 可決

議案第47号 中濃地域農業共済事務組合の解散に伴う財産処分について 可決

発議第２号 新庁舎等建設特別委員会の設置について 可決

審 結議 果
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　一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責です。一般質問
のページに掲載した内容について、議員に直接連絡がつかない場
合は、ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）を添
えて、議会事務局まで書面にてお届けくだされば、各議員に連絡
いたします。

文責についてお知らせ

　掲載してある質問、答弁は要約となっております。会議録は町
ホームページや議会事務局で閲覧できます。

内容について

一 般 質 問 と は ？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が町に対して質問を行います。今回
の一般質問であなたの生活にかかわる内容は
ありますか？

奥村　悟　議員 …………………… 11ページ
○伏見小学校校舎老朽化対策について
○町の空き家対策を問う

大沢　まり子　議員 …………… 12ページ
○学校給食費の公会計化について
○自転車保険加入促進について

岡本　隆子　議員………………… 13ページ
○選挙を取りまく環境について

谷口　鈴男　議員………………… 13ページ
○御嵩駅前のコンテナ設置は目的外
使用ではないか

す

きいてみたいな、
こんなこと

一 般 質 問
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一

般

質

問

問
空
き
家
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

①
年
に
一
度
の
実
態
調
査
は

②
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

③
対
策
協
議
会
の
設
置
は

④
条
例
の
設
置
は

⑤
計
画
の
見
直
し
の
時
期
は

答

 

【
総
務
部
長
】

①
職
員
に
よ
る
確
認
、
住
民
か
ら
の

情
報
提
供
に
よ
る
調
査
に
努
め
、
予

算
を
伴
う
毎
年
の
調
査
は
し
な
い
。

②
基
本
的
に
は
個
人
所
有
の
財
産
で

あ
る
。
適
正
管
理
の
啓
発
や
空
き
家

バ
ン
ク
の
活
用
を
促
し
て
い
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
予
定
し
て
い

な
い
。

③
御
嵩
町
空
家
等
適
正
管
理
審
議
会

を
設
置
し
て
お
り
、
新
た
な
協
議
会

の
設
置
は
次
期
調
査
後
に
要
否
を
検

討
す
る
。

④
御
嵩
町
空
家
等
の
適
正
管
理
及
び

有
効
活
用
に
関
す
る
規
則
に
て
法
律

を
補
完
し
て
い
る
こ
と
か
ら
条
例
の

制
定
予
定
は
な
い
。

⑤
御
嵩
町
空
家
等
対
策
計
画
は
、
令

和
5
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画
策
定
時
の

見
直
し
と
な
る
。

　

空
き
家
の
所
有
者
は
、
こ
の
先
ど

う
す
る
の
か
、
相
続
者
が
大
変
な
お

荷
物
を
引
き
継
ぐ
こ
と
の
な
い
よ

う
、
今
手
放
す
の
か
、
そ
の
他
に
良

い
方
法
が
あ
る
の
か
、
決
断
に
迫
ら

れ
る
。

　

自
治
体
が
こ
れ
ら
の
所
有
者
へ
決

意
を
促
す
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に

対
し
情
緒
的
な
感
覚
で
は
対
応
で
き

な
い
こ
と
か
ら
自
治
体
は
ど
う
い
う

動
き
を
す
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
議
員

の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
。

問
伏
見
小
学
校
校
舎
老
朽
化
に
伴

う
改
築
計
画
と
校
舎
改
築
ま
で
の
間

の
修
繕
の
見
通
し
は

答

 

【
教
育
参
事
】

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
修
繕
を
行
っ

て
き
た
が
、
校
舎
の
全
面
改
修
な
ど

が
実
施
さ
れ
る
ま
で
は
、
安
全
面
や

機
能
面
で
の
不
具
合
の
発
生
な
ど
総

合
的
に
検
討
を
し
な
が
ら
、
適
切
な

教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
現

場
に
寄
り
添
っ
た
形
で
、
老
朽
度
に

応
じ
た
修
繕
を
き
ち
ん
と
行
い
、
安

全
・
安
心
な
学
校
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

具
体
的
な
校
舎
改
修
計
画
に
つ
い

て
は
、こ
の
夏
休
み
か
ら
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
前
提
と
し
た
老
朽
診
断
調
査

に
取
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

建
物
の
耐
力
度
・
劣
化
度
を
専
門
的

な
見
地
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
対

策
方
針
を
決
定
し
て
い
く
。
想
定
で

き
る
範
囲
で
の
方
向
性
を
示
す
事
に

つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
改
築
（
建
て

直
す
）
の
方
針
で
あ
れ
ば
、
調
査
は

不
要
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
、
調
査

の
終
了
予
定
で
あ
る
来
年
２
月
の
結

果
待
ち
と
し
た
い
。

ま
た
、
新
し
い
校
舎
づ
く
り
へ
の

住
民
参
加
に
つ
い
て
は
、
伏
見
小
学

校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
事
も
あ
り
、
地
域
力
で
子
ど
も
達

を
育
て
る
伏
見
地
区
の
気
風
に
大
い

に
応
え
て
参
り
た
い
。

町
の
空
き
家
対
策
を
問
う

所
有
者
に
よ
る
責
任
の
自
覚
と

決
断
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

問問答答

奥村　悟　議員

伏
見
小
学
校
校
舎

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

ま
ず
は
、
老
朽
度
・
耐
力
度
の

診
断
に
と
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ

問問答答

雨漏りがひどい南舎！
早めの修繕が待たれます



みたけ議会のたより （令和元年11月15日号）

12

一

般

質

問

問
自
転
車
保
険
加
入
の
義
務
化
や

促
進
を
求
め
る
条
例
に
対
す
る
見
解

を
伺
う

答

 

【
総
務
部
長
】

　

自
転
車
と
人
に
よ
る
事
故
は
、
都

市
部
で
多
発
し
て
お
り
深
刻
な
事
態

が
発
生
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
、
可
児
警
察
署
に
よ
れ
ば
、
御

嵩
町
内
で
の
自
転
車
と
人
に
よ
る
事

故
は
、
昨
年
度
に
お
い
て
は
発
生
し
て

い
な
い
。

　

国
が
、
自
転
車
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
あ
り
か
た
を
審
議
す
る
有
識

者
検
討
会
を
発
足
し
、
本
格
的
に
審

議
さ
れ
、
法
制
度
が
整
備
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
た
が
、「
制
度
づ
く

り
は
非
常
に
困
難
で
、
自
転
車
利
用

が
阻
害
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。」ま
た
、

「
義
務
化
す
る
場
合
、
自
動
車
損
害

賠
償
責
任
保
険
の
よ
う
な
公
的
な
性

格
の
強
い
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
に

な
る
。
新
た
に
自
転
車
用
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
が
必
要
に
な
り
、
登
録
手

続
き
や
費
用
増
加
で
、
販
売
店
や
地

方
自
治
体
に
大
き
な
負
担
が
か
か

る
。」
と
し
、
一
律
の
加
入
義
務
づ

け
を
見
送
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

全
国
の
地
方
自
治
体
の
条
例
制
定

は
、
都
道
府
県
や
名
古
屋
市
な
ど
の

政
令
指
定
都
市
に
止
ま
っ
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
こ
の
地
域
で
の
自
転
車
に
よ

る
移
動
の
範
囲
（
特
に
高
校
生
の
通

学
な
ど
）
を
考
慮
す
れ
ば
、
市
町
村

条
例
に
よ
る
制
定
よ
り
、
更
に
広
範

囲
で
の
条
例
制
定
が
効
果
的
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体
と
の
協

議
か
ら
始
め
た
い
。

　

ま
た
、
販
売
店
の
方
へ
も
任
意
で

は
あ
る
が
、
保
険
へ
の
加
入
を
促
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
き

た
い
。

問
教
員
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
学
校
給
食
費
を
公
会
計
化
す

る
べ
き
で
は
な
い
か

答

 

【
教
育
参
事
】

国
か
ら
出
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
大
変
参
考
に
な
る
が
、
御
嵩
町
に

お
け
る
学
校
現
場
で
の
状
況
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
学
校
職
員
に
よ
る

個
々
へ
の
対
応
が
毎
回
必
要
と
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
時
間
的
に
も
精
神

的
に
も
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
の
報
告
は
無
か
っ
た
。

県
内
で
の
公
会
計
化
の
状
況
は
、

集
金
や
徴
収
管
理
を
学
校
が
行
い
、

自
治
体
が
食
材
購
入
費
な
ど
を
歳
出

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
方
、
保
護

者
の
利
便
性
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る

が
、
御
嵩
町
で
は
、
単
に
給
食
費
の

た
め
に
口
座
開
設
す
る
の
で
は
な

く
、
他
の
学
習
費
な
ど
も
併
せ
て
集

金
が
行
わ
れ
て
い
る
。

私
会
計
で
は
、
き
め
細
や
か
な
徴

収
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
の
に
比

べ
、
公
会
計
化
す
る
事
に
よ
り
、
納

入
者
で
あ
る
保
護
者
と
の
距
離
が
離

れ
、
か
え
っ
て
滞
納
額
が
増
大
し
た

と
い
う
事
例
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
費
用
や
運
用
に
か
か
る
新
た

な
事
務
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
導
入
の
効
果
や
課
題
へ
の
対
応

策
を
考
慮
し
て
、
御
嵩
町
方
式
と
し

て
実
状
に
マ
ッ
チ
し
た
形
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

自
転
車
保
険
加
入
促
進
に
つ
い
て

近
隣
自
治
体
と
の
協
議
か
ら
始
め
た
い

問問答答

大沢まり子　議員

学
校
給
食
費
の

公
会
計
化
に
つ
い
て

御
嵩
町
の
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い

会
計
方
式
を
目
指
す

問問答答

待ちに待った給食タイム
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一

般

質

問

問
① 

車
椅
子
、
高
齢
者
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
な
ど
に
対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

②
若
者
の
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
の

取
り
組
み
は

③
選
挙
公
報
を
配
布
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か

④
投
票
所
の
見
直
し
や
移
動
期
日
前

投
票
所
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

答

 

【
総
務
部
長
】

①
総
務
省
に
よ
る
投
票
所
の
設
置
基

準
（
3
㎞
以
内
に
努
め
る
）
に
よ
り

公
共
施
設
以
外
に
自
治
会
が
所
有
す

る
集
会
所
な
ど
を
お
借
り
し
て
い
る

実
情
を
考
慮
の
上
、
仮
設
の
ス
ロ
ー

プ
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
職
員
へ
は
車
椅
子

な
ど
の
方
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は

「
常
識
」
と
し
て
伝
え
て
い
る
。

②
若
者
へ
の
主
権
者
教
育
の
有
り
方

の
検
討
の
ほ
か
、
町
内
の
高
校
へ
も

出
向
き
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

③
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
示
す
る
。

し
か
し
、
町
議
会
議
員
の
選
挙
期
間

が
短
い
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
手
元
に
届
く
タ
イ
ミ
ン
グ
を
よ
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
町
議
会
議
員
選
挙
投
票
率
が
53
・

67
％
か
ら
も
、
選
挙
管
理
委
員
会
で

の
判
断
が
必
要
で
あ
る
が
、
移
動
投

票
所
を
検
討
し
た
い
。
公
職
選
挙
法

上
で
許
さ
れ
る
方
法
の
一
番
柔
軟
な

手
法
を
検
討
し
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
提
案
し
て
い
く
。

岡本隆子　議員

選
挙
を
取
り
ま
く

環
境
に
つ
い
て

公
職
選
挙
法
上
最
も
柔
軟
な

手
法
を
検
討
し
た
い

問問答答

問
国
庫
補
助
対
象
事
業
地
（
御
嵩

駅
前
さ
ん
さ
ん
広
場
）
に
コ
ン
テ
ナ
、

ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
補
助
事
業
と
し
て
目
的
外
使
用

に
該
当
し
な
い
の
か

答

 

【
町
長
】

　

御
嵩
駅
前
の
さ
ん
さ
ん
広
場
は
、

平
成
21
年
度
に
地
域
活
性
化
・
生
活

対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
太

陽
光
発
電
設
備
な
ど
を
整
備
し
た
施

設
で
あ
る
。
そ
し
て
土
地
は
、
補
助

金
な
ど
で
入
手
し
た
も
の
で
は
な

く
、
元
よ
り
町
有
地
で

あ
っ
た
。

　

今
回
、
コ
ン
テ
ナ
や

ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
す
る

に
あ
た
っ
て
、
施
設
の

大
規
模
な
改
修
や
撤
去

は
行
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
長
年
利
用
者
か
ら

も
コ
ン
テ
ナ
や
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
に

関
し
て
要
望
を
受
け
て
お
り
、
や
っ

と
応
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
る
。
目
的
外
使
用
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
目
的
に
合
致
し
利
便
性
を
高

く
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
的
外
使
用
と
い

う
認
識
は
一
切
な
い
。

谷口鈴男　議員

御
嵩
駅
前
の
コ
ン
テ
ナ
設
置
は

目
的
外
使
用
で
は
な
い
か

目
的
に
合
致
し
利
便
性
を
高
く
し
た

も
の
で
あ
り
目
的
外
使
用
で
は
な
い

問問答答

さんさん広場に設置されたコンテナ、ロッカー

バリアフリーとは言い難い
佐渡投票所



みたけ議会のたより （令和元年11月15日号）

14

議会報編集委員会研修

「新庁舎等建設特別委員会」を設置しました！「新庁舎等建設特別委員会」を設置しました！

１　研  修  名　　町村議会広報研修
２　研修日程　　令和元年９月25日（水）
３　参  加  者　　議会報編集委員会　奥村悟、清水亮太、福井俊雄
４　研修会場　　東京都千代田区平河町２－７－４　シェーンバッハ・サボー
５　研修目的 議会広報の編集技術を学び、読者目線で情報をわかりやすく伝えるなど、御嵩町議会の

広報編集の更なる向上を目的とする。

　第３回定例会初日に、「新庁舎等建設特別委員会の設置について」の発議が提出され、全員賛成で可決さ
れました。これにより新庁舎建設についての調査・研究を行うための「新庁舎等建設特別委員会」を設置
しました。
　付託された調査研究事項は「１．新庁舎を拠点としたまちづくり及び行政機能に関すること」「２．新庁
舎の建設スケジュールに関すること」「３．新庁舎建設に関する情報発信に関すること」とし、11名の委員
を選出しました。
　直ちに第1回新庁舎等建設特別委員会を開催し、正副委員長が決まりました。選出された委員、正副委員
長は次のとおりです。

■ 新庁舎等建設特別委員会委員
委 員 長：加藤保郎
副委員長：大沢まり子
委　　員：谷口鈴男　岡本隆子　山田儀雄　安藤雅子　伏屋光幸
　　　　　安藤信治　奥村　悟　福井俊雄　清水亮太

　議会報は、伝える側の議会と知りたい側の住民をつなぐ重
要なツールであることから、読者目線で親切な紙面にしなけ
ればならない。
　読者目線とは、住民の立場で編集され、興味を示す内容、住
民の関心に応える企画になっているかである。親切な紙面と
は、タイトルやリード、小見出しで内容がすぐに理解でき、写
真を使うなら表現力豊かなものやインパクトのあるものを使
うことである。
　また、文章は無駄な言葉を省き、誰もがわかる言葉を使い、
主語と述語をしっかりと対応させて、読み手が理解しやすい文にする。差別的な表現を避けて、不快
にさせないような表現方法に気を配ることも大切である。
　この研修を通して、住民と議会との良好な関係づくりを大切に、住民が議会への関心を高め、議会
に参加し、議会と共により良い地域社会をつくっていくためにも、議会報のさらなる充実に努めてい
きたい。

研修を終えて
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「
議
員
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
？
」

初
当
選
か
ら
約
3
カ
月
の

間
に
よ
く
き
か
れ
た
こ
と
で

す
。議

員
の
職
務
は
、
本
会
議
へ

の
出
席
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

各
委
員
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
研
修

へ
の
参
加
、
そ
の
ほ
か
議
員
個

別
に
町
民
の
方
か
ら
お
話
を

伺
っ
た
り
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。

そ
し
て
、
本
誌
「
み
た
け

議
会
の
た
よ
り
」
の
編
集
も

議
員
の
大
切
な
仕
事
の
ひ
と

つ
で
す
。
今
号
か
ら
は
、
新

人
議
員
3
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
の
議
長
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で

編
集
委
員
会
が
再
編
さ
れ
ま

し
た
。
先
輩
議
員
か
ら
受
け

継
い
だ
「
み
た
け
議
会
の
た

よ
り
」
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
べ
く
気
を
引
き
締
め
て

編
集
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
本
誌
を
す
み
ず
み

ま
で
ご
覧
に
な
り
、
こ
の
編
集

後
記
に
ま
で
た
ど
り
着
か
れ

た
方
は
、
我
々
編
集
委
員
に

と
っ
て
大
変
あ
り
が
た
い
ご
愛

読
者
様
で
す
。
ぜ
ひ
本
誌
へ
の

ご
意
見
、
ご
感
想
を
各
議
員

や
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

下
さ
い
。
今
後
の
誌
面
作
り
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ご

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

 

R
・
S

編

集
後
記

（8月~10月）議 会 日 誌

　一般質問の模様が生中継（場合によっては録画放送）
されます。ぜひ、ご覧ください。

一般質問はケーブルテレビ可児で
ご覧いただけます

12月　６　日 開会日
 （議案説明）
12月10日 一般質問
12月11日 一般質問・委員会付託
12月13日 最終日
 （審議・採決）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

令和元年

第４回定例会（予定）次回

お知らせ

　ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役
場２階）で住所、氏名等を所定の用紙に記入後、
傍聴券をお受け取りください。議場傍聴席で傍
聴できます。ぜひ、直接ご覧になってください。

議会傍聴を歓迎

８
月

１日 }市町村議会議員特別セミナー２日
４日 岐阜県消防操法大会
14日 議会報編集委員会
16日 新人議員研修
20日 議会運営委員会

議員全員協議会
新人議員研修会

22日 総務建設産業常任委員会協議会
23日 民生文教常任委員会協議会
26日 教育の集い

安全祈願祭
27日 議会活性化研究会

岐阜県町村議会議長会評議員会
28日 議員全員協議会

議会運営委員会
30日 第３回定例会（初日）

９
月

１日 防災訓練
３日 議会活性化研究会
５日 第３回定例会（一般質問）
６日 第３回定例会（委員会付託）
10日 民生文教常任委員会
12日 総務建設産業常任委員会
17日 名鉄広見線活性化協議会
18日 第３回定例会（最終日）

議会活性化研究会
議会報編集委員会

24日 議員研修会
25日 議会報編集委員研修会
27日 可児市・御嵩町中学校組合議会
30日 可児地区高齢者交通安全大会

10
月

２日 可茂町村議会議員研修会
３日 議会報編集委員会
４日 新庁舎等建設特別委員会視察
８日 議会運営委員会

議員全員協議会

岐阜県町村議会議長会定期総会
９日 }常任委員会視察研修10日
11日
13日 ねんりんピックリハーサル大会
15日 議会報編集委員会

議会活性化研究会
17日 商工会青年部との意見交換会
18日 第3回臨時会
23日 議会報編集委員会
27日 秋の里山ヘボまつり



T
O
P
IX

議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
２
月
15
日
発
行
（
第
４
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和元年11月15日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239－1　☎0574－67－2111
【ホームページURL】http://www.town.mitake.gifu.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

下
諏
訪
町
へ
議
場
視
察

10
月
４
日（
金
）に
、
長
野
県
下
諏
訪

町
役
場
を
訪
問
し
、
今
後
の
庁
舎
整
備

の
参
考
に
す
る
た
め
、
議
場
な
ど
を
視

察
し
ま
し
た
。

可
茂
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
月
２
日（
水
）に
、坂
祝
町
メ
ル
ヴ
ェ

イ
ユ
で
、「
混
迷
を
極
め
る
世
界
の
中
で
、

地
域
は
ど
う
す
べ
き
か
」を
題
材
に
、地

域
再
生
機
構
理
事
長
の
駒
宮
博
男
先
生

の
講
演
を
聞
き
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

８
月
１
日（
木
）、
２
日（
金
）に
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
た
市
町
村
議
会
議
員
特

別
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
か
ら
、「
地

域
を
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。


